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はじめに

　サクラは、バラ科Rosaseae サクラ属Cerasusに

属する落葉性の樹木の総称で、日本には約10 種の

野生種があり、これら野生種をもとに数多くの品種

が作出されている（林 1975，川崎ら 1993，勝木

2001，（財）林業科学技術振興所編 2004，大場ら

2007）。室町時代にはすでにいくつかの品種が存在

したとみられ、現在では300以上の品種が知られて

いる（林 1975，山田 1990，川崎ら 1993，（財）林

業科学技術振興所編 2004，大場ら 2007）。なお、サ

クラの分類に関しては分類大系上の扱いが研究者に

よって異なり、スモモ属 Purun us に含めることも

ある（林 1975，川崎ら 1993，大場 ら 2007）。

 　サクラは、古事記や日本書紀に始まり現代まで歴

史・文学にさまざまな形でとりあげられてきたと同

時に、古くから季節変化を知る物差しとして、ある

いはその材を暮らしに利用されるなど、日本文化と

深いかかわりを持ち続けている（中尾 1986，山田

1 9 9 0，東京農業大学短期大学部生活科学研究所

2000， 小川 2004）。また、サクラの栽培品種‘染井

吉野’は、今やなくてはならない日本の春の風物詩

といえる。

 　手賀沼を一周する遊歩道の北岸には‘染井吉野’

をはじめ多くの品種が植栽してあり、二季咲きや八

重咲きなどいろいろなサクラを楽しむことができ

る。

 　ここでは、我孫子市鳥の博物館が月例探鳥会を行

っている手賀沼遊歩道沿いのルート（通称てがたん

コース）に植栽してあるサクラの品種について調べ

たので、報告する。

調査地および調査方法

　調査地は、千葉県我孫子市高野山新田の手賀沼親

水広場から滝下広場までの手賀沼遊歩道沿いのルー

トである（図1）。

　調査年月日は、2004年4月16日、4月17日、2005

年 4月4 日、4 月10日、 4月 15日、2006年3 月29

日、3 月30日、4 月10 日、4月16 日、4月18 日、

6月5 日、2007年 2 月1 日、2月22日、3 月18日、

3 月21 日、3 月24 日、3 月26 日、3 月31日、4 月

1 日、4 月5 日、4 月7 日、4 月9 日、4 月13日、4

月18日、4月20日、5 月5日、5 月14日、6月7日、

9 月17日、12月 15 日、2008年 1 月 3 日、2月15

日、3 月21日、3 月28 日、4 月4 日、4 月10 日、4

月15日、4月18日、4 月28 日、5 月8日、5月16

日、5 月19日、5 月28 日、5 月29 日、6月4 日、6

月5日、6 月17 日、6 月29日、7月18日、7月30

日、7 月31日、8 月7 日、8 月14日、9 月16 日、9

月17日、10 月 4日、10月 12 日、11月 14日、12

月18日の計59日間である。2004 ～ 2006年は手賀

沼親水広場から水生植物園までの間（図1 A ～B）、

2007 年は主に水生植物園に隣接する我孫子市ふれ

あい農園から滝下広場までの間（図1 B～ C）に植

栽してあるサクラについて調査した。2008年は、調

査ルート内に植栽してある各品種の花期および果実

期について、補足調査を行った。

 　種および品種の同定は、花の咲く時期、新葉が展

開する時期と新葉の色、花序の形、花の大きさと色、

花弁の数、おしべやめしべの数と長さ、めしべの葉

化の有無、萼筒の形、萼片の形と鋸歯の有無、花柄

と小花柄の長さおよび毛の有無等を、花の最盛期に

詳細に観察することにより行った。酷似している品

種については、花を分解し、ルーペを用いてめしべ

基部の毛の有無などを観察し た。また、場合によっ

ては成葉の形や果実の色、種子の形についても観察

した。 種および品種の同定は、川崎ら（1993）、勝

木（2001）、森脇（2006）、大場ら （2007）によっ

た。サクラは、1本1本種あるいは品種を同定し、1/

2,500の地図にプロットした。サクラの花のつくり

について、図2 に示す。

千葉県我孫子市高野山新田の手賀沼遊歩道沿いに

植栽されたサクラの品種

今村知子

　　キーワード：サクラ、手賀沼遊歩道、我孫子市、千葉県
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（受理：2008年 12月 23日）



我孫子市鳥の博物館調査研究報告　Vol.16 No.2（2008） 2



我孫子市鳥の博物館調査研究報告　Vol.16 No.2（2008） 3

結果および考察

　調査した結果、手賀沼親水広場－水生植物園間の

ルートでは161本1 種10 品種（図3）、ふれあい農

園－滝下広場間のルートでは77本2種8品種（図4）、

手賀沼親水広場－滝下広場間の全ルートでは238本

3種13品種が確認できた。 本調査で種または品種の

同定ができなかった樹は、手賀沼親水広場－水生植

物園間のルートで161本中1本、ふれあい農園－滝

下広場間のルートで77本中3 本であった。学名、種

名、栽培品種名はおもに大場ら（2007）にしたがっ

た。 また野生植物と栽培品種では分類の単位が異な

ることから、勝木（2001）にならい、種名はカタカ

ナ書きで表記し、栽培品種名は漢字表記したものを

シングル引用符（‘ ’）でくくり、それぞれを区別し

た。

　以下に、調査結果を記す。

（１）植栽されたサクラの種・品種の位置と本数

①手賀沼親水広場－水生植物園間のルート

　手賀沼親水広場－水生植物園間のルートで確認し

た種または品種およびその本数は、本数が多い順

に、‘染井吉野’86本、‘一葉’18本、‘普賢像’17

本、‘江戸’15 本、‘松月’8 本、‘菊桜’6 本、‘関

山’ 3本、オオシマザクラ4 本、‘御車返し’1 本、

‘越の彼岸桜’1本、‘鷲の尾’1本、不明 1本であっ

た。また、釣り堀の下流側に位置するレストスペー

ス前の‘江戸’1 本には、台木に使われたオオシマ

ザクラのひこばえが花を数輪つけているのが確認で

きた。親水広場と水生植物園の中間あたりにあるレ

ストスペース前にある不明の1本はオオシマザクラ

に酷似していたが、小花柄や萼筒に毛があり、品種

を特 定することができなかった。オオシマザクラの

苗木を育成する場合、ふつう実生から育てられる

（勝木2001）。ここでは、圃場で栽培されている他種

あるいは他品種と自然交配した苗木が、オオシマザ

クラとして植えられた可能性が考えられる。

　手賀沼親水広場から水生植物園間のルートで確認

されたサクラの検索図を、 図5に示す。

②ふれあい農園－滝下広場間のルート

　ふれあい農園－滝下広場間のルートで確認した種

または品種およびその本数は、本数が多い順に、‘関

山’24本、‘染井吉野’20本、‘十月桜’9本、‘糸

桜’5本、‘松月’5本、‘江戸’3 本、‘八重紅彼岸’

3 本、ヤマザクラ2 本、‘一葉’2本、エドヒガン1

本、不明3本であった。不明の樹は、滝下広場内の

トイレ脇に1本、手賀沼水質自動監視室横に2本あっ

た。トイレ脇に植栽してある不明の1本は、樹が小

さく花が咲かなかったため品種を同定することがで

きなか ったが、枝が枝垂れていることと成葉の形か

ら、‘糸桜’あるいは‘八重紅枝垂れ’と推測された。

また、滝下広場手賀沼水質自動監視室横に植えてあ

る不明の2 本はオオシマザクラに酷似していたが、

小花柄や萼筒に毛があり、品種を特定することがで

きなかった。これら2本は、ふれあい農園－滝下広

場間のル ートで観察された不明の1本より小花柄等

の毛がまばらであった。これらは、ふれあい農園－

滝下広場間のルートで観察された不明の 1 本と同

様、圃場で栽培されている他種あるいは他品種と自

然交配した苗木が植栽された可能性が考えられる。

　水生植物園－滝下広場間のルートで確認されたサ

クラの検索図を、図6 に示す。

（２） 手賀沼親水広場－滝下広場間の調査ルートで確

・エドヒガン（Cerasus spachian a Lavallee ex E.

図 2.　サクラの花のつくり

認した種および栽培品種について

　手賀沼親水広場－滝下広場間の調査ルートで確認

した種および栽培品種についての詳細を、種および

品種ごとに、あいうえお順に以下に記す。なお、そ

れぞれの種および品種についての記述は、花の最盛

期に関するものである。咲き始めや最盛期を過ぎた

花は、花色や新葉の色が変化することがあり、同定

は難しくなる。また、葉だけから種または品種を同

定することは非常に困難であるので、ここでははぶ

いた。
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図5.　手賀沼親水広場から水生植物園間のルートで確認されたサクラの検索図
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図 6.　ふれあい農園－滝下広場間のルートで確認されたサクラの検索図
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・ エドヒガン（Cerasus spachian a Lavallee ex E.

Otto var. spachian a：江戸彼岸）（図 7）

 　本州・四国・九州および朝鮮半島に分布する種

（勝木 2001，大場ら 2007）。‘染井吉野’よりやや

早い時期に開花する。新葉は開花後に展開する。花

は小輪、一重咲き。花色は白色から紅色まで変異が

あるが、本調査地内の樹は‘染井吉野’よりやや濃

いめの淡紅色であった。萼筒は壷形で、小花柄とと

もに毛が多い。日本産のサクラのなかではもっとも

寿命が長く（大場ら 2007）、山梨県北巨摩郡の「山

高神代桜」や宇野千代の小説で有名になった岐阜県

本巣郡の「根尾谷の薄墨桜」は樹齢1000年を越す

といわれており、国の天然記念物に指定されている

（川崎ら 1993，東京農業大学短期大学部生活科学研

究所 2000）。 古くから寺社で栽培されている（勝木

2001）。

・オオシマザクラ（Cerasus speciosa  (Koidz.) H.

Ohba：大島桜）（図8)

　伊豆諸島の大島から青ヶ島、伊豆半島、三浦半島、

房総半島南部に分布する種（勝木 200 1，大場ら

2007））。‘染井吉野’とほぼ同時期に開花し、花と

同時に緑色の新葉が出る。大輪で、花色は白色、一

重咲きで、花には芳香がある。萼筒は筒形で、萼片

は長い鋸歯がある。全木無毛。果実ははじめ赤く、熟

すと 黒紫色になる。さまざまな品種のもととなった

原種のひとつで、花色や花弁の数、新葉の色など変

異も多い（川崎ら 1993，大場ら 2007）。樹勢が強

く鑑賞価値も高いことから各地の公園に植栽されて

いるが（林 1975，大場ら 2007）、ふつう実生から

苗木を得るため、植栽してある樹には変異が多く、

多種や他品種との雑種と思われるものがある（勝木

2001）。また、桜餅を包むサクラの葉は本種を塩漬

けにしたもので、香りの成分はベンズアルデヒドが

分解されたクマリンという物質である（東京農業大

学短期大学部生活科学研究所編 2000）。

・ ヤマザクラ（Cerasu s jamasaku ra  (Siebold ex

Koidz.) H. Ohba var. jamasak ura：山桜）（図9）

　東北南部から四国、九州に分布する種（林 1975，

勝木 2001，大場ら 2007）。‘染井吉野’とほぼ同じ

時期に開花し、花と同時に褐色の新葉が展開する。

中輪で、花色は白色、一重咲き。萼筒は筒形で褐色、

萼片には鋸歯がなく、無毛。古くから親しまれてき

たサクラで、平安時代以降詩歌に詠まれた「花」は

ヤマザクラをさすと言われている（林 1975）。しか

し、文学に現れる「山桜」は分布から見て高所に生

える高木のサクラで、西日本ではヤマザクラ、 東日

本ではオオヤマザクラ、新潟県以北の日本海側では

カスミザクラをさしたという説もある（大場ら

2007）。

・‘一葉’（Cerasus serrulata   'Hisakura'：イチヨ

ウ）（図10）

　栽培品種。花の咲く時期は‘染井吉野’より遅い

が、八重咲きのサクラの中では比較的開花期が早

く、本調査ルートでも他の八重咲き品種に先がけて

図 7. エドヒガン

図 8. オオシマザクラ

図 9. ヤマザクラ
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咲く。 新葉は黄緑色で、花と同時に展開する。大輪

で、八重咲き。花色は淡紅色で、中心部は白色に近

い。長く突き出た1本の葉化しためしべをもつこと

からこの名前があるが、めしべは葉化しないことも

ある（勝木 2001）。萼筒はろうと形で、萼片に鋸歯

はない。

・‘糸桜’（Cerasus spachian a 'Pen dula'：イトザク

ラ，別名／‘枝垂桜’シダ レザクラ）（図11）

 　エドヒガンの栽培品種で、細い枝が枝垂れること

以外、開花時期、花や葉のつくりなどエドヒガンと

同じ特徴をもつ（勝木 2001，大場ら 2007）。‘染井

吉野’よりやや早い時期に開花し、新葉は開花後に

展開する。花は小輪、一重咲き。花色には変異があ

るが、本調査地内のものは淡紅色であった。萼筒は

壷形で、小花柄とともに毛が多い。‘糸桜’は交配品

種ではなく、変異性の大きなエドヒガンのうち、自

生しているしだれ型のものをそのまま観賞用にした

とされる（大場ら 2007）。枝がしだれるのは、枝全

体の生長速度が速く、枝や葉の自重により枝が垂れ

下がり、その後木質化してその状態が固定されるた

めである（大場ら 2007）。平安時代にはすでに歌に

詠まれており（山田 1990）、古くから寺社を中心に

全国各地に栽培されている（勝木 2001）。福島県三

春町の「三春滝桜」は日本最大の‘枝垂桜’として

有名で、樹齢600～700 年と推定されており、国の

天然記念物に指定されている（川崎ら 1993，勝木

2001）。

・‘江戸’（Cerasus serru lata 'Nobilis'：えど）（図

12）

 　栽培品種。花の咲く時期は‘染井吉野’より遅い。

新葉は黄緑色で、花よりやや遅れて展開する。大輪

で、花色は紅色。八重咲きの花が、手毬状につく。 め

しべは1～2本で、葉化することもある。萼筒は鐘

形で、萼片には鋸歯がない。

・‘関山’（Cerasus serru lata 'Kanzan'：カンザン）

（図13）

　栽培品種。花の咲く時期は‘染井吉野’より遅い。

新葉は茶褐色で、花よりやや遅れて出る。大輪で、八

重咲き。花色は紅色。1～2 本のめしべは、葉化す

ることがある。萼筒はろうと形で、萼片には鋸歯が

ない。花色が濃く花びらの枚数が多いので、塩漬け

のサクラの材料として利用される（東京農業大学短

期 大学部生活科学研究所編 2000）。江戸後期より記

録があり、関東地方でよく目にする八重桜である

（勝木 2001）。また花色が濃いことから、海外でも

好んで植えられている（林業科学技術振興所編

図 11. ‘糸桜’

図 12. ‘江戸’

図 10. ‘一葉’

図 13. ‘関山’
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2004）。

・‘菊桜’（Cerasus serru lata

  'Chry santhemoides'：キクザクラ）（図14）

 　栽培品種。花の咲く時期は‘染井吉野’より遅い。

新葉は緑褐色で、花と同時に展開する。花弁の数が

100～200枚ある菊咲きの大輪の品種。花色は淡紅

色～紅色で、中心部の色は濃い。小花柄が長く、花

は下垂する。副萼片がある。

・‘越の彼岸桜’（Cerasu s spachian a  Lav allee ex

E. Otto var. koshiensis (Koidz.) H. Ohba ：コシ

ノヒガンザクラ）（図15）

 　栽培品種。 ‘染井吉野’と同時期またはやや早い

時期に開花する。中輪で、 花色は白色～淡紅色、一

重咲き。萼筒は細長い筒形。小花柄や萼筒は有毛で、

めしべの花柱の基部にも毛がある。北陸地方には

‘越の彼岸桜’の自生地があり、エドヒガンの変種と

して分類されることもある（大場ら 2007）。日本産

種のほとんどが16 本の染色体をもつ 2 倍体である

のに対し、‘越の彼岸桜’は24 本の染色体をもつ3

倍体であることがわかっている（大場ら 2007）。こ

のことは、‘越の彼岸桜’が雑種起源である可能性を

示唆しており、エドヒガンとオオヤマザクラ、ある

いはカスミザクラやキンキマメザクラとの種間雑種

であると推定されている（川崎ら 1993，勝木 2001，

大場ら 2007）。

・‘十月桜’（Cerasus × subhirtella  'Autumnalis'：

ジュウガツザクラ）（図16）

　マメザクラとエドヒガンの種間雑種または秋から

春にかけて咲く‘小彼岸’の八重咲きのもの（勝木

2001）、あるいは種間雑種であると推定されている

‘小彼岸’を片親とする雑種である（大場ら 2007）

と考えられている栽培品種。10月頃に開花し、冬の

間も断続的に花が咲き、春にも花を咲かせる二季咲

き。新葉の展開は、開花後。中輪で、花色は淡紅色

～白色、八重咲きで、花弁の形は長楕円形。春の花

は秋の花よりやや大きく、小花柄が長い。めしべは

おしべより長く、突き出る。萼筒はつぼ形で、小花

柄とともに毛がある。

・‘松月’（Cerasus serru lata  cv.  ‘Superba’：ショ

ウゲツ）（図17）

　栽培品種。花の咲く時期は‘染井吉野’より遅い。

新葉は黄緑色で、花よりやや遅れて展開する。大輪

で、八重咲き。花色は淡紅色で花の中心部に近いほ

ど白く、花弁の先端には細かな切れ込みがある。1

～2本の葉化しためしべを持つ。萼筒はろうと形で、

図 14. ‘菊桜’

図 15. ‘越の彼岸桜’

図 16. ‘十月桜’

図 17. ‘松月’



我孫子市鳥の博物館調査研究報告　Vol.16 No.2（2008） 11

萼片は幅広く鋸歯がある。

・‘染井吉野’（Cerasu s × y ed oen sis 'S omei-

yoshino'：ソメイヨシノ）（図18）

　「桜」といえば‘染井吉野’をさすほど国内では

もっとも馴染みのある栽培品種。花色は淡紅色で、

一重咲き。小花柄や萼筒には毛がある。新葉に先立

ち一重の手毬状の花がいっせいに咲きそろう上、生

育も早いことから、明治以降全国に急速に普及した

（川崎ら 1993）。現在日本に植栽してあるサクラの

約 7 ～ 8 割を占めると言われている（平塚 2005）。

本品種は、他品種同様接ぎ木によって増やすためす

べての木が遺伝的に均一（クローン）であることか

ら、沖縄・奄美地方を除き、開花予想基準花として

桜前線の指標にされている（今給黎 2005）。江戸時

代後期に江戸染井村の植木屋が「吉野桜」と名付け

て売り出したのが本品種で、‘染井吉野’の和名が付

いたのは明治時代後半の1900年、 学名が命名され

たのはその翌年になってからである（金子 1992, 大

場ら 2007）。‘染井吉野’の起源については、済州

島に自生しているという説もあったが、形態的な見

地からはエドヒガ ンとオオシマザクラの雑種で、交

配による実験遺伝学的な検証からもそれが支持され

ていた（金子 1992, 川崎ら 1993, 平塚 2005, 大場

ら 2007）。両種の分布が重複する伊豆半島で自然交

配したか、あるいは人為的な交雑育種が行われたの

かは記録が残っておらず、今となっては確かめよう

がないが、‘染井吉野’の葉緑体のDNAのRFLP パ

ターンを分析した結果では、エドヒガンが母親でオ

オシマザクラが父親であると考えられた（金子

1992）。また、核ゲノム中のPolA1 遺伝子を解析し

た最近の研究からは、エドヒガン系の栽培品種を母

親、オオシマザクラを父親として起源したことが示

唆されている（中村ら2007）。‘染井吉野’は、カビ

の一 種（タフリナ・ウイエゼリ菌）によって起こさ

れる伝染性のてんぐす病に罹りやすい。この病気に

罹ると、多数の小枝が異常に発生して花が咲かなく

なり、やがて病巣全体が枯死する（林業科学技術振

興所編 2004）。さらに、樹齢が60 年を越えるころ

から衰え始めるといわれている（平塚 2005）。植栽

された本数がかなりの数にのぼる上、戦後すぐに植

えられたものが多いので、現在各地で樹勢の衰えが

問題になっている（平塚 2005）。その状況の中で注

目されているのは青森県弘前市の弘前公園の‘染井

吉野’で、独特の管理方法により樹齢120 年を数え

る（平塚 2005）。

・‘普賢象’（Cerasus serru lata 'Albo-rosa'：フゲ

ンゾウ）（図19）

 　室町時代にはすでに記録のある最も古い栽培品種

のひとつで、普賢菩薩が乗る白象に見立ててこの名

がついたとされる（山田 1990，川崎ら 1993，小川

2004）。花の咲く時期は‘染井吉野’より遅く、新

葉は茶褐色で花と同時に展開する。大輪、八重咲き。

花色は淡紅色で、2 本の葉化しためしべをもつ。

萼筒はろうと形で、萼片には鋸歯がある。

・‘御車返し’（Cerasus serru lata

 'Mikurumakaisi'：ミクルマガエシ）（図20）

 　栽培品種。花の咲く時期は‘染井吉野’とほぼ同

時期。新葉は緑褐色で、花よりやや遅れて展開する。

花色は‘染井吉野’よりやや濃いめの淡紅色で、1

本の木に一重と半八重の花を咲かせる。牛車の中の

二人が一重か八重かを争って車を引き返したという

いわれから、その名がついたとされる。別名‘八重

一重’あるいは鎌倉桐ヶ谷にあったことから‘桐ヶ

谷’とも呼ばれ、室町時代に はすでに「鎌倉桜」と

して知られていた（山田 1990）。御水尾天皇がその

花の美しさに御車を返したのでその名がついたとい

う説もあるが、それは別品種であるとも言われてい

る（川崎ら 1993，勝木 2001）。図 18. ‘染井吉野’

図 19. ‘普賢象’
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・‘八重紅彼岸’（Cerasus × subhirtella 'Yaebeni-

higan '：ヤエベニヒガン） （図21）

　マメザクラとエドヒガンの種間雑種と考えられる

栽培品種。‘小彼岸’の八重咲きのもので、‘十月桜’

と似た形態であるが、秋には咲かない。花の咲く時

期は‘染井吉野’とほぼ同時期。新葉は緑色で、開

花後に展開する。中輪、花色は淡紅色、八重咲きで、

花弁の形は長楕円形。めしべはおしべより長く、 突

き出る。萼筒はつぼ形で、小花柄とともに毛がある。

・ ‘鷲の尾’ （Cerasus serru lata 'Wasinowo'：ワ

シノオ）（図22）

 　栽培品種。花の咲く時期は‘染井吉野’より遅く、

新葉は茶褐色で花とほぼ同時に展開する。大輪、一

重または半八重咲きで、おしべの葯の部分が花弁に

変化した旗弁をもつ場合もある。花色は白色。萼筒

は鐘形で、萼片には少数の鋸歯がある。

図 20. ‘御車返し’

図 21. ‘八重紅彼岸’

（３）　手賀沼親水広場－滝下広場間の調査ルートに

おけるサクラの花期および果実期

　手賀沼親水広場－滝下広場間の調査ルートで確認

された3種13品種の2004～ 2008年の開花期と果

実期について、表1に示す。1年を1～12月、各月

を上・中・下旬に区切り、花が観察された場合を●、

赤色～黒紫色の果実が観察された場合を◎、花も赤

色～黒紫色の果実も観察できなかった場合を-で示

し、観察していない場合は空欄とした。また、年に

より花が観察された年とそうでないない年があった

場合は○で示した。種および品種は、開花が確認さ

れた時期が早い順に並べた。
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要約

　2004年 4月から2008年 12月までの59日間、千

葉県我孫子市高野山新田の手賀沼親水公園から滝下

広場までの手賀沼遊歩道沿いに植栽してあるサクラ

の品種について調べた。調査ルート内に植栽してあ

るサクラは238本で、エドヒガン、 オオシマザクラ、

ヤマザクラ、‘糸桜’、‘一葉’、‘江戸’、‘関山’、‘菊

桜’、‘越の彼岸桜’、‘十月桜’、‘松月’、‘染井吉野’、

‘普賢象’、‘御車返し’、‘八重紅彼岸’、‘鷲の尾’の

3 種13品種が確認できた。

図 22. ‘鷲の尾’
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資料１　おもな自生種の分布

　（川崎　1998 を改変）
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